
そ の 他 の 発 掘 調 査

平 城 宮 西 面 大 垣外 の調 査 (第 98-11)建 物 増築 に ともな う発掘調査。 西

面 大垣 の西方約 50物 、西面 北 門前 の条間路 南側溝 の遺構 が予 想 され た。敷地 の南

よ りに東西 4解 、南北 7物 の トレンチを設 け 28.0″を調査 した。

調査地の上層は、厚さ1.Oη 内外 の黄色粘上 の盛土、 旧表土 (厚 さ 25 cll x灰 黄

色砂質土(厚 さ 15切 )と つづき、灰紫色粘質上になると奈良時代の遺構面である。

検出遺構は柱穴 2で あ り、 21例 をへだてて南北にな らぶ。 トレンチが南に片寄

ったためか、 目的の南側溝を検出するに至 らなかった。

下水道管理設工事 にともな う調査 (第 98-14)奈 良県浄化セ ンター建設

事務所 に協力 し、下水道管理設工事 にともな う調査を行 った。

唐招提寺南門の東方、県道奈良 。大和郡山・ 斑鳩線沿いの東側において、西一

坊大路東側側溝を確 かめ る調査を行 う。(次 数外、 1976年 10月 19日 ～ 28日 )

検出 した遺構は柱穴 2お よび土蝦数 力所である。 目的 としていた西一坊大路東

側溝は、発掘区内では検出されなか った。

発掘 区内の地山は黄緑色の粘土で、その上層には瓦器・ 瓦片を混えた暗灰色の

粘上が、厚 さ 40翻 から 1物 にわたって堆積 していた。暗灰色粘上の上層は水 田

耕作時の床土 と耕土で、 さらにその上に近年の造成による盛上がなされていた。

地山は南へむか って大 きな傾斜を もち、そのうえ激 しい凹凸があ った。地 山の

絶対高は海抜 589η か ら海抜 596物 である。

柱穴 2は 発掘区北西部 の地山の比較的高い部分で東西に並んで検出された。西

方 は発掘区外 とな り、東方は地山の削平が甚 しいため未検出で、遺構の性格をつ

かむまでには至 らなか った。遺構の時期について も不明であるが、上述の粘上の

推積 よ り下 層で検出され たので、 中世を降ることはないと考え られる。 もしこの

遺構が奈良時代の ものであるとすれば、左京五条一坊三坪の遺構 ということにな

り、大路側溝は発掘区よりさらに西側の県道下に想定 され よう。

土墳は発掘区全域にわたり、埋上に含まれる遺物は主 として瓦器 と瓦片である。

―- 40 -―



瓦の総量はセメン ト袋で一袋である。 このうち年代の判明す る瓦で奈良時代の

ものは、平城宮の 6236型 式一点で、他は一般の丸・ 平瓦である。

土器の総 量は平箱に 2ケ ースで、その大半が中世 にぞ くす る瓦器で占め られる。

それ らは鉢 。皿の類で、ほとん どが破片であるが、保存がよ く、 12世 紀頃の寛揺

の良好な資料である。

1977年 1月 か ら 3月 の間に、 3次 に亘 って奈良県立奈良病院関連下水道管

渠築造工事にともなう事前調査をおこなった。

a)第 1次調査 として、 1月 19日 か ら 26日 まで、奈良市五条町内に設定 さ

れた発進坑h3お よび到達坑血 4の 2個所で発掘調査を した。両地点は唐招提寺

南門に南接 して東西に走 る市道敷上に位置 し、それぞれ南門心か ら約 114陶 、

52陶東にあたる。

立坑 は東西 65初 、南北 35η ほどの長方形で、四壁には長さ 7～ 11物 の鉄

製パイルを打 ち こみ、バ ックフォーで旧水田床土 と思ゎれる青灰色粘質土面まで

掘削・ 排上 し、その後手掘 りによる発掘調査をおこなった。

検出 した遺構は、配 3、 血 4と もに、近世 および中世の東西溝各 1条 ずつであ

る。 これ ら東西溝は、その振れ と両地点間の距離か ら考えると、各 々が同一の溝

である可能性が強い。本地点は平城京条坊における五条条間路の北側溝に該当す

る位置 と考え られたのであるが、残念なが ら奈良時代の遺構は検出で きなか った。

しか しなが ら、 これ ら中 。近世の溝が京の条坊を踏襲 したものであった可能性は

残 る。 ちなみに、中世の溝心は国土調査法第 6座標系 X-147345,500物

前後を通 るが、 この値に朱雀大路の振れ N15′ 41″Wを 考慮す るとX-1473

39300糊 前後 となり、平城宮第 39次調査で得 た二条条間大路′亡、の座標 X―

145751.977と の差は約 1587物 となる。五条条間路 の側溝心心距離を

4丈 (12翻 )と みれば、両条間路心間の距離 は 1587+6=1593翻 とな

り、 3条分の距離 (1800尺 XO.295物 ×3=1593紀 )と ぴ ったリー致

するのである。

なお、 Nα 4地点 の近世溝内には大量の瓦が落 ちこんでいた。 いずれ も瓦当面を
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南に向けており、北に位置す る建物か らず り落ちたような状態であ った。近世時

には、溝の北側に唐招提寺 と関連する築地のような構築物があった ものと解 し得

る。

出土 した遺物は、近世 の ものを主に、中世期のものを混 じえ、若千の奈良 。平

安時代に属するものがあ る。瓦類 はその量極めて多 く、総量平箱 25杯分ある。

近世瓦の中には特殊な刻印を有す るもの 20種 76点が合まれていた。土器類の

量は相対的 に少 な く平箱 1杯程度、大部分 が瓦器である。特殊 な遺物 と して瓦質

の火合が挙げ られ る。 Nc 3地点の中世溝最下層から出上 したもので、鎌倉時代の

作 と考え られ る。

b)1977年 2月 22・ 23の両 日、平松町内で第 2次調査を実施 した。調

査地点は県立病院建設地 の東南 100靱 ほどの位置にあたる農道上である。 当該

地は水田畦畔の遺存状況か ら、 また平城宮第 100次 調査で検出した大路跡の北

延長線上にあたるので、平城京右京三坊大路西倶1溝 の存在が予測 された。南北農

道上で 10個、東西道上 に 2個 の 60X10092ほ どのグ リッ ドを設定 し、南か

ら 1～ 12と 名づ けて調査を進めた。 5。 10地点を道幅い っぱいに拡大、また

11地点を東西に拡げた結果、 これ ら 3地 点で 3層 に重複 した南北溝各 1条 を検

出した。 これ らの溝 はほとんど遺物を合まず、ただ 10地点の中層溝か ら中世期

の瓦片数片を得 たのみである。 したがって、各 々の溝の年代決定は困難であるが、

下層溝が三坊大路西側溝である可能性は残 る。

C)1977年 3月 25日 か ら30日 まで、第 3次調査を平松町内で実施 した。

調査地は垂仁天皇陵古墳 の西南約 200物 付近で、平城京条坊における二坊坊間

の坪境小路に相当す る位置 と推定された。

下水管埋設用の掘削 と併行 して調査を進行 した。現地表か ら 1.5栃 ほどまでは

山砂による応土で、盛上の下層は旧池の堆積土 と思われる黒褐色粘質土 (厚 さ 3

0翻 内外)と その下部の灰色砂 (厚 さ 20翻 ほど)が 占め、 さらにその下 に厚 さ

50～ 70切程度の青灰色砂質土層がある。以下は青灰砂 の地山である。池の堆

積土以下で断面鶴i察 をおこな ったが、何 らの遺構 も存在せず、遺物の包合も認め
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られなか った。

西大寺本坊の調査 (第 98-16) 1977年 1月 26日 と 27日 の 2日 間、

西大寺本坊内において、事務所改築にともなう事前調査を実施 した。

調査地は、西大寺中大門推定地の南東約 20切 の地点で、す ぐ北に接 して 19

75年 10月 に同調査部が行 った中大門推定地の調査では、西大寺造営以前の平

城京条坊区画を示す一条条間小路の南北両狽!溝 が検出されていた。

今回の調査では、南北 3.3物 、東西 7.1陶 の東西方向の トレンチを設定 し、現

地表下約 80翻 の地 山面で、奈良時代に属す る南北溝 1条、柱穴 15ケ 所を検出

した。地山面か ら上には約 3回 の整地面があ り、それぞれ、室町時代、江戸時代、

現代の整地面 と考え られ るが、 これ らの整地面では明確な遺構はな く、わずかに

江戸時代の整地面に赤 く焼けた焼土面が認 められただけである。

遺構 としては南北溝 と柱穴がある。南北溝は、上端幅 90翻、下底幅 30初 、

深さ 20ωの浅 い素掘 りの溝で、溝埋土中か ら奈良時代の丸 。平瓦、土師器・ 須

恵器が少量出土 した。

柱穴は 15ケ 所を検出 した。小規模の もの

もあるが、一辺 1陶 を こえる大形の掘形 もあ

る。調査面積が少ないために建物ない し柵 と

してまとめることはできないが、柱穴規模か

らみて、相応の規模の建物群であったと推定

され る。柱穴の重複関係か ら少な くとも 2時

期ない し 3時 期の建て替えがある。 また、層

位的には、柱穴群 より南北溝が新 しいことが

確認できた。

南北溝や柱穴の柱抜取穴か ら、奈良時代に

属す る土師器 。須恵器・ 瓦類が少量出上 した。

いずれ も遺存状態が悪 く、小片である。

このような遺構は、西大寺造営以前に形成

▲
二
員
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された住宅地にともなう可能性が大である。

法隆寺本坊西方地域発掘調査  この調査は、法隆寺寺務所新営計画にもとづ く

現状変更事前調査である。発掘地 は、寺務所西側で大湯屋のす ぐ南にあたる空地

と、雑舎が存在す る地域である。既存建物解体の関係か ら 2次 にわけて調査を実

施 した。発掘調査面積は 664″ である。

上層はおおむね単純な堆積状況を示 しており、約 20翻～ 40翻 の表土 層 (黒

褐色腐食土)直下 は中世 の瓦片や土器片を包合す る責褐色粘質上が約 40翻 ～ 6

0働堆積 している。 これ は単一層ではあるが、西方では細砂を合んでい る。黄褐

色粘質上の下層は、暗灰色粘質土層である。 この層には古代か ら中世にわたる瓦

及び土器片がわずん司こ包合 されている。最下層は青灰色粘上であ り、 これは地山で

ある。

建設予定地西半部の調査では、黄褐色粘質土面で も、暗褐色粘質土面で も、ま

た地山面である青灰色粘土面において も何 らの遺構 も検出で きなか った。東半部

において は、地山面が比較的高 く残 ってい る。 しか し、南にい くに したが って次

第に地 山面 は下降 し、その上層は数度にわ たる整地上が堆積 している。 これ らの

いずれの堆積土中にも近世の遺物が含まれており、 しば しば大き く撹乱されるこ

とのあったことが知 られ た。今回の調査で注 目すべ きは、幅約 2物 の南北溝を検

出 したことである。 この溝は、大湯屋の東方約 10初 の位置を南流するもので あ

るが、大湯屋の南端か ら約 12物 の位置で終結す る。そ して、 これは幅約 5物 の

東西溝 に接続す る形 とな っている。溝から出土す る遺物の中には近世に属す るも

のも合まれているが、大湯屋の廃水 を処理す る施設であるとともに、大湯屋を区

画する溝 となる可能性 も認 められ る。 この他の遺構 としては、長径約 3物 、短径

約 2η程度の池の一部を検出 した。岸辺部に人頭大の石がい くつか残 っており、

底に小石を敷いてい るが、残存状況 はさほ ど良好ではない。小規模な ものである。
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